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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力多値画像に含まれる低階調の代表値を２値化しきい値に用いて該入力多値画像の２
値化処理を行って第１の２値画像を作成し、該作成された第１の２値画像を基に、前記入
力多値画像を、文字画像を多く含む文字画像領域とそれ以外の背景画像領域とに分離し、
該文字画像領域毎に判別分析における判別基準を用いて２値化しきい値を決定して２値化
処理を行い、該文字画像領域毎の２値化しきい値から前記背景画像領域の２値化しきい値
を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行い、第２の２値画像を作成する画像２値化
手段と、
　前記第２の２値画像の認識を行う画像認識手段と
　を備えることを特徴とした文書画像認識装置。
【請求項２】
　前記画像２値化手段は、
　前記文字画像領域毎に当該文字画像領域内に背景画像が含まれるか否かを判定する判定
手段を更に備え、
　前記背景画像が含まれないと判定した文字画像領域については背景画像が含まれるよう
に変更し、
　前記背景画像が含まれると判定した文字画像領域については、判別分析における判別基
準を用いて２値化しきい値を決定して２値化処理を行う、
　ことを特徴とした請求項１記載の文書画像認識装置。
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【請求項３】
　前記画像２値化手段は、前記各文字画像領域毎に決定した２値化しきい値を用いて、当
該文字画像領域及び当該文字画像領域の周囲の背景画像領域の２値化処理を行う
　ことを特徴とした請求項１記載の文書画像認識装置。
【請求項４】
　前記画像２値化手段は、前記文字画像領域内の、前記判別分析における判別基準を用い
て決定した前記２値化しきい値以上の階調の画素群の平均階調と前記判別分析における判
別基準を用いて決定した前記２値化しきい値より小さい階調の画素群の平均階調との間の
分散値が、所定の分散しきい値以下であるか否かにより前記文字画像領域内が全て文字画
像であるか否かを判定する判定手段を更に備え、
　前記判定手段で背景画像が含まれると判定されるまで、前記文字画像領域を膨張し、該
膨張後の文字画像領域について前記判別分析における判別基準を用いて２値化しきい値を
決定する処理を繰り返し、
　前記判定手段で背景画像が含まれると判定した前記文字画像領域について、前記判別分
析における判別基準を用いて決定した２値化しきい値による２値化処理を行う
　ことを特徴とする請求項１記載の文書画像認識装置。
【請求項５】
　入力多値画像に含まれる低階調の代表値を２値化しきい値に用いて該入力多値画像の２
値化処理を行って第１の２値画像を作成し、該作成された第１の２値画像を基に、前記入
力多値画像を、文字画像を多く含む文字画像領域とそれ以外の背景画像領域とに分離し、
該文字画像領域毎に判別分析における判別基準を用いて２値化しきい値を決定して２値化
処理を行い、該文字画像領域毎の２値化しきい値から前記背景画像領域の２値化しきい値
を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行い、第２の２値画像を作成する画像２値化
手段と、
　前記第２の２値画像の認識を行う画像認識手段と
　してコンピュータを機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能
な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、スキャナやデジタルカメラ等で取り込んだ多値画像から、文字を認識する文書
画像認識装置及び記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
画像の特徴を解析するとき、多値画像から対象図形と背景を分離した２値画像を作成して
取り扱うことが多い。画像の２値化は、多値画像の階調値がしきい値以下のときは黒とし
、しきい値を超えるときは白とするしきい値処理によって行われる。通常、２値画像の黒
の部分は対象図形を、白の部分は背景を表している。
【０００３】
しきい値を決める手法には、与えられた多値画像の階調ヒストグラムを求めた結果、２つ
のピークをもつ分布になる場合、この２つの山の間の谷をしきい値とするモード法や、階
調ヒストグラムにおいて、階調値の集合をしきい値ｔで２つのクラス（ｔ以上とｔ未満）
に分割したと仮定したとき、２つのクラス間の分離（分散値）が最も良くなるようにパラ
メータ（しきい値ｔ）を決める（文献：電子情報通信学会論文誌８０／４Ｖｏｌ．Ｊ６３
－Ｄ　Ｎｏ．４，ｐ．３４９－３５６参照）、判別分析における判別基準を用いた２値化
処理などがある。
【０００４】
文書画像認識装置では、このような２値化処理によって作成された２値画像を認識用画像
として扱い、文字の抽出（コード化）が行われていた。
【０００５】



(3) JP 4409713 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
前記従来のものには、次のような課題があった。
【０００６】
従来の２値化処理では、抽出対象である文字画像の背景に色が付いている場合、読み取ら
れた文字画像と背景色の濃度が近くなるため、適切なしきい値を求めることが困難となり
、作成された２値画像において背景領域の一部が文字画像と共に黒画素として表されるこ
とがあった。このような２値画像を用いて文字認識を行うと認識精度が低くなるといった
問題が発生していた。また、このような２値画像は、見やすさといった点から、表示用の
画像としては適さないといった問題があった。
【０００７】
本発明は、このような従来の課題を解決し、入力された多値画像から文字画像とそれ以外
の性質の異なる画像領域を適切に、かつ高速に２値化することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
図１は本発明の原理説明図である。図１中、１は入力多値画像、１０ａは画像２値化手段
、１４ａは画像認識手段である。
【０００９】
本発明は前記従来の課題を解決するため次のように構成した。
【００１０】
（１）：入力多値画像１から２値画像を作成する画像２値化手段１０ａと、該作成した２
値画像の認識を行う画像認識手段１４ａとを備えた文書画像認識装置において、前記画像
２値化手段１０ａは、前記入力多値画像１を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該
分離した各文字画像領域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値か
ら前記背景画像領域の２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行う。
【００１１】
（２）：前記（１）の文書画像認識装置において、前記画像２値化手段１０ａは、前記入
力多値画像１に含まれる低階調の代表値を選んで２値化処理を行い、該作成された２値画
像から文字画像を多く含む文字画像領域とそれ以外の背景画像領域とに分離する。
【００１２】
（３）：前記（１）の文書画像認識装置において、前記画像２値化手段１０ａは、前記分
離した文字画像領域内が全て文字画像の単一階調である場合、該単一階調の文字画像領域
に背景画像が含まれるように該文字画像領域を変更して、２値化処理を行う。
【００１３】
（４）：前記（１）の文書画像認識装置において、前記画像２値化手段１０ａは、前記分
離した各文字画像領域に対して行った２値化処理時の各２値化しきい値を求め、前記２値
化処理された領域を含むように拡大した矩形内の領域を前記求めた２値化しきい値で２値
化処理する。
【００１４】
（５）：入力多値画像を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該分離した各文字画像
領域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値から前記背景画像領域
の２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行う画像２値化手段１０ａ
と、該２値化処理で作成した２値画像の認識を行う画像認識手段１４ａと、してコンピュ
ータを機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体とす
る。
【００１５】
（作用）
前記構成に基づく作用を説明する。
【００１６】
画像２値化手段１０ａで入力多値画像１から２値画像を作成し、画像認識手段１４ａで作
成した２値画像の認識を行う文書画像認識装置において、前記画像２値化手段１０ａで、
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前記入力多値画像１を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該分離した各文字画像領
域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値から前記背景画像領域の
２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行う。このため、文字画像の
背景に色が付いている画像であっても高精度に２値化でき、かつ一定しきい値で２値化処
理を行うため高速に２値化することができる。
【００１７】
また、前記画像２値化手段１０ａで、前記入力多値画像１に含まれる低階調の代表値を選
んで２値化処理を行い、該作成された２値画像から文字画像を多く含む文字画像領域とそ
れ以外の背景画像領域とに分離する。このため、低階調である黒い部分のみ２値化して、
容易に文字画像領域を分離することができる。
【００１８】
さらに、前記画像２値化手段１０ａで、前記分離した文字画像領域内が全て文字画像の単
一階調である場合、該単一階調の文字画像領域に背景画像が含まれるように該文字画像領
域を変更して、２値化処理を行う。このため、文字画像領域内が全て文字画像の場合でも
、文字画像が細く出力されることを防止し、適切な２値化を行うことができる。
【００１９】
また、前記画像２値化手段１０ａで、前記分離した各文字画像領域に対して行った２値化
処理時の各２値化しきい値を求め、前記２値化処理された領域を含むように拡大した矩形
内の領域を前記求めた２値化しきい値で２値化処理する。このため、文字画像領域として
、抽出されなかった文字画像部分を適切に２値化処理することができる。
【００２０】
さらに、入力多値画像を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該分離した各文字画像
領域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値から前記背景画像領域
の２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行う画像２値化手段１０ａ
と、該２値化処理で作成した２値画像の認識を行う画像認識手段１４ａと、してコンピュ
ータを機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体とす
る。このため、この記録媒体のプログラムをコンピュータにインストールすることで、文
字画像の背景に色が付いている画像であっても高精度に２値化でき、かつ高速に２値化す
ることができる文書画像認識装置を容易に提供することができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明の文書画像認識装置は、入力多値画像から文字画像を多く含む画像領域とそれ以外
の画像領域に分離し、該分離された２種類の画像領域に対して異なる画像処理を行い、高
速に２値画像を作成する２値化処理手段を備えるものである。
【００２２】
また、入力多値画像の文字画像に含まれる低階調（黒）の代表値を選んで２値化処理を行
い、該作成された２値画像から文字画像に含まれる画素を抽出し、文字画像を多く含む画
像領域とそれ以外の背景画像領域を分離する２値画像領域分離手段を備えるものである。
【００２３】
さらに、前記２値画像領域分離手段により求められた文字画像を多く含む画像領域に対し
て個々に判別分析における判別基準を用いた２値化処理を行い、２値画像を作成する文字
画像領域２値化手段と、該文字画像領域２値化手段で求められた文字画像領域の分散値か
ら、その文字画像領域内が単一階調であることを判断する単一階調画像領域判別手段と、
該単一階調画像領域判別手段により単一階調と判断された文字画像領域に、背景画像が含
まれるように文字画像領域を膨張し、再度判別分析における判別基準を用いた２値化処理
を行う単一階調画像領域２値化手段とを備えるものである。
【００２４】
また、前記文字画像領域２値化手段により求められた個々の文字画像領域のしきい値から
最適なしきい値を求め、前記文字画像領域２値化手段により２値化処理された領域を含む
ｎ×ｍ矩形内の背景画像領域を２値化することで、文字画像領域に含まれなかった文字画
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像部分を２値化処理する背景画像領域２値化手段を備えるものである。
【００２５】
このような手段を備えることにより、入力された多値画像から文字画像とそれ以外の性質
の異なる画像領域とに分離された２値画像が作成されるため、従来技術で問題になってい
た背景色のある文字画像の適切な２値化を行うことができる。
【００２６】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２７】
（１）：文書画像認識装置の構成の説明
図２は本発明の実施の形態における文書画像認識装置の構成の説明図である。図２におい
て、文書画像認識装置には、多値画像２値化部１０と２値画像認識部１４が設けてある。
また、多値画像２値化部１０には、文字画像領域検出部１１、文字画像領域２値化部１２
、背景画像領域２値化部１３が設けてある。
【００２８】
この文書画像認識装置は、多値画像（グレースケールイメージ）を入力とし、多値画像２
値化部１０で各画素を文字画像領域と背景画像領域のいずれかを意味する値を持つ２値画
像に変換するものである。
【００２９】
文字画像領域検出部１１は、グレースケールイメージ全体に代表的なしきい値で２値化処
理を実行し、文字画像を多く含む領域を決定するものである。文字画像領域２値化部１２
は、文字画像を多く含む領域について個々に２値化処理を実行するものである。背景画像
領域２値化部１３は、文字画像領域のしきい値を基に背景画像領域の２値化処理を実行し
、最終的な２値画像を出力するものである。２値画像認識部１４は、多値画像２値化部１
０で作成した２値画像から文字を認識し、認識結果を出力するものである。
【００３０】
（２）：多値画像２値化部の文字画像領域検出部の説明
図３は文字画像領域検出部の処理の説明図である。図３において、文字画像領域検出部１
１の処理は、先ず一定しきい値２値化処理Ｓ１を行い、次にラベリング処理Ｓ２を行い、
最後に有効セグメント領域抽出処理（文字画像領域検出）Ｓ３を行うものである（２値画
像領域分離手段）。
【００３１】
一定しきい値２値化処理Ｓ１では、入力グレースケールイメージに対して、一定しきい値
で２値化を行う。このときのしきい値は、文字画像の中でもより黒い部分のみが２値化さ
れる階調を選ぶ。
【００３２】
ラベリング処理Ｓ２では、前記一定しきい値２値化処理Ｓ１で得られた２値画像の連結成
分の集合をラベリング処理により抽出する。
【００３３】
有効セグメント領域抽出処理（文字画像領域検出）Ｓ３では、文字画像に適さないサイズ
の連結部分を排除する（サイズにより罫線や１ドットのゴミ等を除く）ことで、有効なセ
グメントを選び、その選んだセグメントの外接矩形をとり、文字画像領域とする。
【００３４】
（具体的イメージによる説明）
図４は２値画像領域分離手段のイメージによる説明図であり、図４（ａ）は入力グレース
ケールイメージである。図４（ａ）において、文字画像は、薄い黒い部分（灰色部分）ａ
１、ｂ１とより黒い部分ａ２、ｂ２とから成り、背景は白い部分である。
【００３５】
図４（ｂ）は一定しきい値２値化処理Ｓ１の処理結果である。図４（ｂ）において、一定
しきい値２値化処理Ｓ１の処理で、一定しきい値で２値化処理して文字画像中のより黒い
部分ａ２、ｂ２のみを２値化し、ラベリング処理Ｓ２、文字画像領域検出Ｓ３を行って、
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より黒い部分ａ２、ｂ２の外接矩形（点線で示してある）を抽出する。
【００３６】
図４（ｃ）は背景領域と文字画像領域に分離したグレースケールイメージの説明である。
図４（ｃ）において、図４（ｂ）の外接矩形座標をグレースケールイメージ（図４（ａ）
参照））に適応して、背景領域を含んだ文字画像領域（点線内）と、他の背景領域（点線
外）とに分離する。
【００３７】
このように外接矩形を取るのは、文字画像中のより黒い部分以外の文字画像領域と背景画
像領域を部分２値化領域に含ませるためである。本実施の形態の２値化処理で使用してい
る、判別分析における判別基準を用いた２値化処理では、抽出対象階調画像（文字画像）
と非抽出対象画像（背景画像）を含む領域にすることで、最適な２値化が行われるからで
ある。
【００３８】
また、文字画像領域を決める従来の方法として、文字画像全体のエッジを抽出する（画素
間の階調の変化量を計算する）ようなソーベルフィルタ処理が用いられることがある。こ
れに対し、本発明では、一定しきい値２値化処理を用いることで計算量を減らし、より高
速な文字画像領域の検出を行っている。
【００３９】
（３）：多値画像２値化部の文字画像領域２値化部の説明
文字画像領域２値化部１２では、文字画像領域検出部１１で決定した文字画像を多く含む
領域（外接矩形の文字画像領域）について、領域毎に判別分析における判別基準を用いた
２値化処理を行うものである。
【００４０】
図５は文字画像領域２値化部の説明図であり、図５（ａ）は文字画像領域２値化部の処理
の説明である。図５（ａ）において、文字画像領域２値化部１２の処理は、先ず文字画像
領域の２値化しきい値・分散値算出処理Ｓ１１を行い、次に文字画像領域に背景が含まれ
ているかを領域内分散値により判定Ｓ１２を行う。この判定で、文字画像領域に背景が含
まれている場合は文字画像領域内の２値化処理Ｓ１３を行い、もし背景が含まれていない
場合は文字画像領域膨張処理Ｓ１４を行い再度文字画像領域の２値化しきい値・分散値算
出処理Ｓ１１に戻る。
【００４１】
・この文字画像領域の２値化しきい値・分散値算出処理Ｓ１１では、先ず各文字画像領域
について、判別分析における判別基準を用いた２値化しきい値の算出とクラス内分散値の
算出処理が行われる。
【００４２】
（２値化しきい値とクラス内分散値の算出方法の説明）
以下、２値化しきい値とクラス内分散値の算出方法を説明する。図５（ｂ）は階調ヒスト
グラムの説明である。図５（ｂ）において、横軸は階調、縦軸は画素数を示している。な
お、階調は左から右方向に黒から白に変化するものである。
【００４３】
与えられた領域のしきい値をｔとして、ｔ以上の階調を持つ画素と、それより小さな値を
持つ画素の２つのグループに分ける。この２つのグループをクラス１、クラス２とする。
クラス１の画素数をω1(t)、クラス１の平均階調をＭ1(t)、クラス２の画素数をω2(t)、
クラス２の平均階調をＭ2(t)とおき、全画素の平均階調をＭT とおくと、クラス間分散σ
Ｂ2 は次の式で与えられる。
【００４４】
σＢ2 ＝ω1(Ｍ1 －ＭT )

2＋ω2(Ｍ2 －ＭT )
2＝ω1 ω2(Ｍ1 －Ｍ2)

2

ここで、ｔを変化させてクラス間分散σＢ2 を最大にするｔの値を求め、その領域内の２
値化しきい値とする。
【００４５】
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（文字画像領域に背景が含まれているかの判定の説明）
・次に文字画像領域に背景が含まれているかを領域内分散値による判定Ｓ１２を行う（単
一階調画像領域判別手段）。これは、文字画像領域内がすべて文字画像で背景画像を含ま
ない場合、上記の判別分析における判別基準を用いた２値化しきい値の算出方法では、微
小な階調差を感知してしきい値を求めてしまうため、そのしきい値で正しく２値化できず
に文字画像が細く出力されるといった現象が起きる。
【００４６】
図６は判別分析における判別基準を用いた２値化処理例の説明図であり、図６（ａ）は領
域内がすべて文字画像で背景画像を含まない例の説明である。図６（ａ）において、文字
画像領域内がすべて文字画像で、ａ１の階調の画素とａ２の階調の画素よりなり、文字画
像領域内の画素がすべて２値化対象の階調となっている。この場合、その領域内で２値化
しきい値を求めてしまうため、図６（ａ）の右図のように文字画像が細く出力される（ａ
２の階調の画素のみ出力される）ことになる。このため、判別分析における判別基準を用
いた２値化処理では正しく２値化できないことになる。
【００４７】
・文字画像領域内がすべて文字画像で背景画像を含まない場合、このような領域のクラス
間分散値は、背景を含む領域に比べ小さい値を取ることから判断できる。このため、クラ
ス間分散しきい値を定め、そのしきい値以下の領域に対しては、周囲の背景を取り込むよ
うに領域膨張を行い（文字画像領域膨張処理Ｓ１４）、該膨張した新たな領域について２
値化しきい値とクラス間分散値の算出を再度行う。
【００４８】
図６（ｂ）は単一階調画像領域２値化手段の説明である。図６（ｂ）において、図６（ｂ
）の左のように、文字画像領域内のすべての画素（ａ１の階調の画素とａ２の階調の画素
）が２値化対象の階調となっている場合、図６（ｂ）の中央のように、領域を広げて（膨
張して）背景画像（白い部分）を取り込む。次に、広げた領域について、再度、判別分析
における判別基準を用いた２値化しきい値とクラス間分散値の算出を行う。
【００４９】
・クラス間分散がクラス間分散しきい値より大きく、文字画像領域内に背景画像が含まれ
ると判断した領域については、求めた２値化しきい値により、２値画像を作成する（文字
画像領域２値化手段）。
【００５０】
図６（ｃ）は領域内に文字画像と背景画像が含まれると判断した領域の例の説明である。
図６（ｃ）において、左図のように文字画像領域内に背景（白い部分）が含まれている場
合は、判別分析における判別基準を用いた２値化処理で適切なしきい値が求まり、右図の
ように適切な２値化処理が行われる。
【００５１】
以上の処理を文字画像領域検出部１１で決定した全ての文字画像領域に対して行うことで
、文字画像の２値化が行われる。
【００５２】
（４）：背景画像領域２値化部の説明
前記（３）では文字画像領域検出部１１で検出した領域について２値化処理を行った。し
かし、この領域は、文字画像の中でもより黒い部分の外接矩形であるため、この領域外に
も文字画像が含まれている可能性がある。したがって、背景画像領域２値化部１３では、
背景画像領域について２値化を行い、この領域に含まれる文字画像の抽出を行う。
【００５３】
図７は背景画像領域２値化部の処理の説明図である。図７において、先ず、文字画像領域
２値化しきい値を用いて背景画像領域の２値化しきい値を算出する（Ｓ２１）。次に、該
算出した２値化しきい値を用いて背景画像領域の２値化処理を行う（Ｓ２２）。
【００５４】
（背景画像領域の２値化例の説明）
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ａ：文字画像領域２値化しきい値から代表例を選ぶ方法（第１の方法）
第１の方法として、文字画像領域検出部１１で求めた各領域のしきい値（記憶装置等に記
憶しておく）から代表値を選び、背景画像領域全面に適応する方法である。例えば、各領
域のしきい値から最も低い（黒い）階調を背景画像領域のしきい値とする。このしきい値
が文字画像領域検出部１１で用いた一定しきい値の階調より高い（白い）場合、本来掠れ
るはずであった背景画像領域中の文字画像が２値化されるため、より文字らしくなる。な
お、しきい値の選び方として、各領域のしきい値の平均、又は、最も高い（白い）階調を
用いることもできる。
【００５５】
図８は背景画像領域２値化の例１の説明図である。図８において、先ず、上図の▲１▼の
ように、２値画像領域分離手段を用いて、文字画像領域（点線内の領域１、領域２）を求
める。次に、中図の▲２▼のように、各文字画像領域内を文字画像領域２値化手段、及び
単一階調画像領域２値化手段を用いて２値化する。この時、領域１内の２値化しきい値を
ｔ1 、領域２内の２値化しきい値をｔ2 とする（ｔ1 ＞ｔ2 ）。最後に、下図の▲３▼の
ように、文字画像領域内の２値化しきい値のうち最も階調が低いｔ2 で背景画像領域の２
値化を行い、文字画像部分の抽出を行う。
【００５６】
ｂ：文字画像領域２値化部で求めた各領域のしきい値をその領域の周囲の背景画像領域に
適応させる方法（第２の方法）
第２の方法として、文字画像領域２値化部で求めた各領域のしきい値をその領域の周囲の
背景画像領域に適応させる方法である。この方法では、狭い領域で求めた２値化しきい値
がその周囲にのみ用いられるため、１文字毎の２値化がより適切に行えるようになる。
【００５７】
図９は背景画像領域２値化の例２の説明図である。図９において、先ず、上図の▲１▼の
ように、２値画像領域分離手段を用いて、文字画像領域（点線内の領域１、領域２）を求
める。次に、中図の▲２▼のように、各文字画像領域内を文字画像領域２値化手段、及び
単一階調画像領域２値化手段を用いて２値化する。この時、領域１内の２値化しきい値を
ｔ1 、領域２内の２値化しきい値をｔ2 とする（ｔ1 ＞ｔ2 ）。最後に、下図の▲３▼の
ように、各文字画像領域を含むｎ×ｍ領域（一点鎖線内）を各文字画像領域内の２値化し
きい値で２値化する。即ち、領域１を含むｎ×ｍ領域は２値化しきい値ｔ1 で２値化し、
領域２を含むｎ×ｍ領域は２値化しきい値ｔ2 で２値化する。これにより、背景画像領域
内に残った文字画像部分を２値化する。なお、領域ｎ×ｍの範囲は、文字となると予測で
きる範囲まで拡大するものである。また、２値化の結果は黒で示してある。
【００５８】
以上、実施の形態で説明したように、入力された多値画像から文字画像とそれ以外の性質
の異なる画像領域（背景画像領域）とに分離し、先ず、分離した各文字画像領域に対して
２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値から背景画像領域の２値化しきい値
を決定して背景画像領域の２値化処理を行い、２値画像を作成する。そのため、従来でき
なかった文字画像の背景に色が付いているような画像であっても、高精度かつ高速に２値
画像が作成できる。また、この２値画像を用いることで認識精度を向上することができる
。
【００５９】
（５）：プログラムのインストールの説明
画像２値化手段１０ａ、画像認識手段１４ａ、多値画像２値化部１０、文字画像領域検出
部１１、文字画像領域２値化部１２、背景画像領域２値化部１３、２値画像認識部１４等
は、プログラムで構成でき、主制御部（ＣＰＵ）が実行するものであり、主記憶に格納さ
れているものである。このプログラムは、一般的な、コンピュータで処理されるものであ
る。このコンピュータは、主制御部、主記憶、ファイル装置、表示装置、キーボード等の
入力手段である入力装置などのハードウェアで構成されている。
【００６０】
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このコンピュータに、本発明のプログラムをインストールする。このインストールは、フ
ロッピィ、光磁気ディスク等の可搬型の記録（記憶）媒体に、これらのプログラムを記憶
させておき、コンピュータが備えている記録媒体に対して、アクセスするためのドライブ
装置を介して、或いは、ＬＡＮ等のネットワークを介して、コンピュータに設けられたフ
ァイル装置にインストールされる。そして、このファイル装置から処理に必要なプログラ
ムステップを主記憶に読み出し、主制御部が実行するものである。
【００６１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば次のような効果がある。
【００６２】
（１）：画像２値化手段で、入力多値画像を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該
分離した各文字画像領域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値か
ら前記背景画像領域の２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行うた
め、文字画像の背景に色が付いている画像であっても高精度に２値化でき、かつ一定しき
い値で２値化処理を行うため高速に２値化することができる。
【００６３】
（２）：画像２値化手段で、入力多値画像に含まれる低階調の代表値を選んで２値化処理
を行い、該作成された２値画像から文字画像を多く含む文字画像領域とそれ以外の背景画
像領域とに分離するため、低階調である黒い部分のみ２値化して、容易に文字画像領域を
分離することができる。
【００６４】
（３）：画像２値化手段で、分離した文字画像領域内が全て文字画像の単一階調である場
合、該単一階調の文字画像領域に背景画像が含まれるように該文字画像領域を変更して、
２値化処理を行うため、文字画像領域内が全て文字画像の場合でも、文字画像が細く出力
されることを防止し、適切な２値化を行うことができる。
【００６５】
（４）：画像２値化手段で、分離した各文字画像領域に対して行った２値化処理時の各２
値化しきい値を求め、前記２値化処理された領域を含むように拡大した矩形内の領域を前
記求めた２値化しきい値で２値化処理するため、文字画像領域として、抽出されなかった
文字画像部分を適切に２値化処理することができる。
【００６６】
（５）：入力多値画像を文字画像領域と背景画像領域とに分離し、該分離した各文字画像
領域に対して２値化処理を行い、該２値化処理時の２値化しきい値から前記背景画像領域
の２値化しきい値を決定して前記背景画像領域の２値化処理を行う画像２値化手段と、該
２値化処理で作成した２値画像の認識を行う画像認識手段と、してコンピュータを機能さ
せるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体とするため、この
記録媒体のプログラムをコンピュータにインストールすることで、文字画像の背景に色が
付いている画像であっても高精度に２値化でき、かつ高速に２値化することができる文書
画像認識装置を容易に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理説明図である。
【図２】実施の形態における文書画像認識装置の構成の説明図である。
【図３】実施の形態における文字画像領域検出部の処理の説明図である。
【図４】実施の形態における２値画像領域分離手段のイメージによる説明図である。
【図５】実施の形態における文字画像領域２値化部の説明図である。
【図６】実施の形態における判別分析における判別基準を用いた２値化処理例の説明図で
ある。
【図７】実施の形態における背景画像領域２値化部の処理の説明図である。
【図８】実施の形態における背景画像領域２値化の例１の説明図である。
【図９】実施の形態における背景画像領域２値化の例２の説明図である。
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【符号の説明】
１　入力多値画像
１０ａ　画像２値化手段
１４ａ　画像認識手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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